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家庭裁判所 支部・出張所 平成 年 （家　　）第 号 事件

□

□

□

□

□ 年 月以来，交流できていない。

□

□

□

□

年 月ころ）

□

□ □ □

□

□ 話をしていない。

□

□

□

□

□ 健康面（持病や健康に配慮する必要がある。）

□ 情緒面，精神面（情緒不安定，不登校等）

□

２　今回，あなたが
この申立てをした
「きっかけ」「動機」
を書いてください。

面会交流を実施するかどうか。

年齢 職業等氏名 年齢 続柄

交流できていない理由（　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　 　　　）

申立人話をした人 相手方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成    　　年   　　月   　　日　　　記入者氏名　　　　   　　　　　　　　　　　　　印

申立付票（面会交流）

３　調停ではどんな
ことで対立すると思
われますか。
（該当するものに
チェックしてください。
複数回答可）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　            　　　　　）

この書面は，申立ての内容に関する事項を記載していただくものです。当てはまる事項にチェックをし（複数回答可），空
欄は自由に記載して，申立ての際に提出してください。　この書類は，相手方には送付しませんが，相手方から申請が
あれば，閲覧やコピーが許可されることがあります。

ない。

１　この調停に関係
する問題で，これま
でに，家庭裁判所
で調停や審判の手
続をしたことがありま
すか。

ある。

今も続いている。 すでに終わった。

子どもの監護状況が心配である。

８　それぞれの同居
している家族につ
いて記入してくださ
い（あなたを除
く。）。
※夫婦が同居中の場
合は，申立人の欄に
記入してください。

申立人（あなた） 相手方

７　現在，お子さん
の状況で心配なこと
はありますか。
（該当するものに
チェックしてください。
複数回答可）

　　　　　→　具体的にどのような点が心配ですか。

その他（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　）

　 　→　相手方が面会交流に反対している場合，予想される反対の理由を記載してください。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

続柄職業等 氏名

面会交流の条件（頻度，時間，場所など）

お子さんの反応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

特にない。

ある。

子どもの様子がわからない。

４　面会交流の実施
状況について記入
してください。

交流はできている。

交流の頻度や方法（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　　）

平成

５　申立人（あなた）
と相手方の現在の
連絡状況について
記入してください。

会っている。

会ってはいないが，電話等で連絡をとっている。

連絡をとっていない。

連絡をとっていない理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　 　　　　　　）

最 後 に 連 絡 を と っ た 時 期 （ 平 成

６　お子さんに，面
会交流について話
をしていますか。

話をしている。

申立人と相手方が一緒に

その他（　　　　　　　　　　　 　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	付票

